
令和３年産水稲の作柄について 

 

 （生育状況） 

  本年産の水稲は、田植え（最盛期5/27）以降、初期生育は順調に推移し、出穂期（最盛期8/8）は平年に比べ1日早くなっ

た。出穂期以降は、曇雨天に見舞われながらもおおむね順調に推移し、登熟は「平年並み」となったが、穂数がやや少なか

ったことから作況指数は「やや不良」となった。 

（作況指数 97 11 月 9日公表） 

 

 （被害の発生状況） 

  ８月中旬の断続的な降雨により、常発地を中心に穂いもち病が発生し、９月上旬の長雨では倒伏等の被害が発生した。ま

た、電気柵等の対策を講じたものの、山間地を中心に、イノシシやシカによる食害や踏み倒しの被害が発生したほか、一部

地域ではカメムシによる吸汁被害が発生した。このほか、干害・冷害・鳥害が発生したものの、被害は軽微であった。 

  

災害名 被害戸数(戸) 被害面積(ａ) 共済減収量(kg) 地域名

風水害 12 254.8 2,168 甲府市、南部町、南アルプス市、北杜市、都留市　等

干害 2 32.9 679 都留市

冷害 2 44.4 363 北杜市

病害 130 6306.7 53,630 市川三郷町、北杜市、富士吉田市、道志村、西桂町　等

鳥害 2 17 359 南アルプス市、上野原市

獣害 56 698.7 8,712 甲府市、身延町、韮崎市、北杜市、上野原市　等

虫害 9 144.7 1,777 甲府市、富士川町、南部町、都留市、大月市

合計 213 7499.2 67,688
 


